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研究成果の概要（和文）：教師の黒板前の動きには、３つの特徴があることが明らかになった。１つ目は、まっ
たく動かない状態である。これは、初期の模擬授業で見られる。子どものところまで行って、どのようなノート
を書いているか、教科書のどのページを開いているかなどの様子を観察することなく、教卓を中心に授業をする
状態である。２つ目は、黒板の左から右へ動くものである。動きはだいたい直線的である。黒板の右端まで行く
と左端に戻り、消しながら新たに板書を始める。３つ目は、複雑に黒板前、ときには教室内を頻繁に動き回る状
態である。教育実習に行くと、この状態になることが多く、教師が現場で成長していることが、新たな仮説とし
て生まれた。

研究成果の概要（英文）：In this study the researcher made clear three features about 
teacher-trainees' movement in front of blackboard. The first feature is "non-moving status". We can 
observe this status in first time mock-up lessons which were done by teacher-trainees. They don't 
check students' notebooks whether what do they write on or their textbooks whether where do they 
read on. The second feature is "liner movement" which trainees change positioning left to right. The
 trainees re-write new words on the blackboard after fulling on blackboard with words at edge of the
 right. The last feature is "walking around classroom complexly". We can observed this status after 
trainees go to actually school as teacher-students, so the researcher was be able to set up new 
hypothesis from the result of this study.

研究分野：教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 これまでに、教師の行動を明らかにする
様々な方法が提案されており、教師の動き全
体に着目したものと、特定の動きに着目した
ものに分けられる。動き全体に関する研究と
して、小金井［1］らのカテゴリー分析、井
上［2］の授業アセスメント、河野［3］によ
る教師の空間行動の研究が挙げられる。特定
の動きに着目した研究のうち、机間巡視・観
察・指導に関しては、下地・吉崎［4］の教
師の意思決定、井出・志水［5］の丸付け法
があり、板書に関しては、清水［6］らの文
字の大きさ、魚崎・浅田［7］の板書内容に
関する研究がある。 
 ところで、重松・岸［8］は、教授者（教
師）がわかる授業を行うための基礎的な事項
として、教師が授業中、学級内の子ども全員
の反応を不完全ながらも見ること、つまり、
授業の中で教師が子どもの様子を観察して
理解することの重要性}を挙げている。しかし、
子どもを観察して、状況を把握するには、教
師としての豊かな経験が必要となる。また、
暗黙的な教授知識や技術も求められ、熟練教
師から若手教師に、どのようなタイミングで、
子どもの何を観察しているのかを伝達する
ことは難しい。 
 これまで申請者は、教師や教職課程の学生
が、どのように授業を分析するのかや、どの
ように黒板前で動くのかを明らかにするこ
とで、教師同士、あるいは研究者と教師が、
動きを視覚的に共有することが可能にする
ソフトウェアを開発してきた。 
【授業分析ワークシートの開発】（坂本 2009
（17、19、20、21、22）） 
【タブレットコンピュータで利用する授業
分析用の webアプリ】（坂本 2010（14、15）） 
【黒板前の教師の動きを自動的に取得・可視
化するソフトウェア】（坂本 2013（1、3）） 
 
２．研究の目的 
 授業中の教師の行動に、教師としての発達
や専門職性を解明する手がかりを見出すに
至り、本研究では、国内の現職教師だけでな
く、国外の教師、あるいは国内外の教師志望
の大学生を対象に、授業内の行動を手がかり
にした、授業に対する専門的知識と視点の明
確化および理論化を試みる。 
 
３．研究の方法 
 黒板前の教師の立ち位置を、背景差分法を
用いて取得し、自動で座標を取得するソフト
ウェアを開発した。それを用いて、立ち位置
の移り変わりを可視化した。 
 また、教師の教授行動をフランダースのカ
テゴリーシステム（FIAC）を参考にカテゴリ
ーに分け、カテゴリーの出現頻度や時間的遷
移を数量的な処理をして可視化した。 
 そのほか、授業者のコメントを分析する際
には、テキストマイニングを用いた。 

 
４．研究成果 
 初年度は、動体検知の技術を用いて収集お
よび可視化するソフトウェアを開発した。こ
れを用いて、７個の現職教員の授業と、１０
個の教員志望の学生の授業を対象に、黒板前
の教師の立ち位置のデータを分析した。本ソ
フトウェアは、筆者がプログラミング言語
Processing を用いて開発したものである。パ
ソコンに取り付けた web カメラ等を用いて、
写している映像の中から動体を自動的に検
出し、その動体の画面上の中心座標を記録す
るものである。分析したのは、教職課程に所
属する学生 X（10 分と 15 分、情報）、学生 Y
（30 分、情報）、学生 Z（40 分の情報と、50
分の教育実習での数学）、現職の教師 S（中学
校数学）と教師 T（小学校社会科）、そして韓
国の現職教師 K（小学校理科）と教育実習生
L（小学校理科）、フィリピンの現職教師 F（小
学校英語）と現職教師 G（小学校算数）など
である。その結果、教職課程の学生は、模擬
授業の経験を経る毎に、黒板前のほぼ中央か
ら動くことがなかった段階、左から右へ移動
する段階とそれがパターン化した段階、パタ
ーンの中に複雑さがうかがえる段階が明ら
かになった。 
 次年度は、単に黒板前の教師の動きを取得
するだけでなく、授業のどのような場面で、
どこに立っているのかを明らかにすること
を試みた。そこで、フランダースのカテゴリ
ーシステムを参考にし、机間観察・指導、板
書のカテゴリーを加えた新たなカテゴリー
システムを作った。その遷移を、授業の中で
の動きを可視化したものと統合することで、
動きと授業の様子とを対応させたり、次の動
きを予測したりすることができるようにし
た。そのほか、これらの分析から得られた結
果を補足するものとして、授業者へのインタ
ビュー等の調査を実施した。そこから、授業
者がどのような手応えを得たのか、それと実
際の授業とのギャップは何か、また動きと授
業と手応えのギャップは何かへと発展させ
られると考える。さらに、教職課程の学生の
模擬授業を中心に分析を進め、動きとカテゴ
リー分析の結果を取り入れた可視化シート
を作成した。それを学生に呈示して、どのよ
うな知識や技術を見いだすのかについて研
究を進めた。 
 最終年度は、これまでの活動を継続および
総括した。模擬授業でのデータ収集（２０１
５年度は６７個、２０１６年度は７２個）を
し、分析をし、シート作成して、授業者へ模
擬授業の振り返りのための手がかりとして
手渡した。それまでの模擬授業の自己評価票
と、シートで振り返られた後の自己評価票に
書かれたコメントや得点を分析した。それま
では、声や文字の大きさなどの『見かけに関
するコメント』、『授業時間内に指導案等で計
画したことを遂行できるかどうかに関する
コメント』が多かったが、シートを手渡し始



めてからは、『見た目に関するコメント』が
極端に減り、『黒板の書き方に関するコメン
ト』や『生徒（役の学生）への対応に関する
コメント』が増えた。黒板前の動きや教授カ
テゴリーを掲載したシートを手渡したこと
が要因かどうかは、継続して調査する必要が
あるが、研究期間内で収集したデータにもと
づいて統計的に分析した範囲では、要因にな
り得ると考えられる。 
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